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（
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
七
条

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
第
五
号
イ
中
「
審
査
を
行
う
こ
と
」
の
下
に「
、
同
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
九
項（
同

法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
確
認
を
行
う
こ
と
」
を
加
え
、「
第

二
十
三
条
の
十
八
第
二
項
」
を
「
同
法
第
二
十
三
条
の
十
八
第
二
項
」
に
改
め
、「
第
十
四
条
の
十
第
一
項
」
の
下
に

「
、
第
十
九
条
の
三
第
二
項
」
を
、「
第
二
十
三
条
の
二
の
十
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第

十
一
項
」
を
、「
第
二
十
三
条
の
二
の
十
三
第
一
項
」
の
下
に
「
、
第
二
十
三
条
の
二
の
十
八
第
二
項
」
を
、「
第
二
十

三
条
の
三
十
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
二
十
三
条
の
三
十
八
第
二
項
」
を
加
え
、
同
項
第
七
号
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

ハ

イ
に
掲
げ
る
業
務
に
係
る
手
数
料
を
徴
収
す
る
こ
と
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
第
十
二
条
第
一
項
」
の
下
に
「
若
し
く
は
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
加
え
、「
同
法

第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
「
同
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
第
五
号
イ
中
「
第
十
四
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
十
四
条
の
二
の
二
第
一
項
」に
、「
行
う
こ
と
、

同
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
九
項
」
を
「
行
う
こ
と
、
同
法
第
十
四
条
の
七
の
二
第
八
項
（
同
法
第
十
九
条

の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
三
条
の
二
の
十
の
二
第
九
項
」
に
、「
の
規
定
に
よ
る
確
認
を
行

う
こ
と
」
を
「
又
は
第
二
十
三
条
の
三
十
二
の
二
第
八
項
（
同
法
第
二
十
三
条
の
三
十
九
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
確
認
を
行
う
こ
と
、
同
法
第
十
四
条
の
二
の
二
第
一
項
又
は
第
二
十
三
条
の
二
十
七
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
基
準
確
認
証
の
交
付
又
は
返
還
の
受
付
を
行
う
こ
と
」
に
、「
第
十
四
条
の
二
第
四
項
」
を
「
第
十

四
条
の
二
の
二
第
四
項
」
に
改
め
、「
第
十
四
条
の
五
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
十
四
条
の
七
の
二
第
十
項
」
を
、「
第

二
十
三
条
の
三
十
第
二
項
」
の
下
に
「
、
第
二
十
三
条
の
三
十
二
の
二
第
十
項
」
を
加
え
、「
第
五
十
二
条
の
三
第
二

項
（
第
六
十
四
条
及
び
第
六
十
五
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
「
第
六
十
八
条
の
二
の
四
第
二

項
」
に
改
め
る
。

（
薬
事
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
一
条

薬
事
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。附

則
第
九
条
中
「
第
二
十
九
条
の
二
」
を
「
第
二
十
九
条
の
三
」
に
改
め
、「
第
六
十
九
条
第
二
項
」の
下
に「
、
第

七
十
二
条
の
二
の
二
」
を
加
え
る
。

附
則
第
十
一
条
中
「
第
三
十
一
条
の
四
」
を
「
第
三
十
一
条
の
五
」
に
改
め
、「
第
六
十
九
条
第
二
項
」
の
下
に

「
、
第
七
十
二
条
の
二
の
二
」
を
加
え
る
。

（
薬
物
使
用
等
の
罪
を
犯
し
た
者
に
対
す
る
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
十
二
条

薬
物
使
用
等
の
罪
を
犯
し
た
者
に
対
す
る
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法

律
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
覚
せ
い
剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤
取
締
法
」
に
、「
覚
せ
い
剤
」
を
「
覚
醒
剤
」
に
改
め
、
同

条
第
二
項
第
四
号
中
「
覚
せ
い
剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤
取
締
法
」
に
改
め
る
。

（
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
三
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
、
第
二
十
条
の
三
」
を
削
る
。

第
二
十
条
の
二
及
び
第
二
十
条
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
二
及
び
第
二
十
条
の
三

削
除

第
二
十
条
の
五
第
一
項
中
「
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
一
条
の
四
」
を
「
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効

性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
。
以
下「
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
」

と
い
う
。）第
一
条
の
四
」
に
改
め
、
同
条
第
十
八
項
中
「
ま
で
、」を
「
ま
で
、
第
五
項
及
び
第
六
項
、」に
、「
第
八
十

六
条
第
一
項
第
十
九
号
及
び
第
二
十
号
」
を
「
第
八
十
六
条
第
一
項
第
二
十
一
号
及
び
第
二
十
二
号
」
に
、「
対
面
に

よ
り
」
を
「
）
に
よ
り
」
に
、「
次
項
」
を
「
）
」と
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
（
国
家

戦
略
特
別
区
域
法
第
二
十
条
の
五
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
第
五
項
及
び

第
六
項
」
に
、「
ま
で
（
」
を
「
ま
で
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
」
に
、「
若
し
く
は
第
四
項
、」を
「
、
第
四
項
若
し
く
は
第

五
項
若
し
く
は
第
六
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
同
法
第
二
十
条
の
五
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ

る
場
合
を
含
む
。）、」に
、「
第
七
十
四
条
、」を
「
第
七
十
四
条
若
し
く
は
」
に
、「
第
四
項
ま
で
」
を
「
第
五
項
ま
で
」

に
、「
、
第
三
項
若
し
く
は
第
四
項
」
を
「
若
し
く
は
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
」
に
、「
第
八
十
六
条
第
一
項
第
十
九

号
中
」
を
「
第
八
十
六
条
第
一
項
第
二
十
一
号
中
」
に
、「
同
項
第
二
十
号
」
を
「
同
項
第
二
十
二
号
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
の
六
中
「
第
十
一
項
」
を
「
第
十
五
項
」
に
改
め
る
。

別
表
の
八
の
三
の
項
中
「
国
家
戦
略
特
別
区
域
血
液
由
来
特
定
研
究
用
具
製
造
事
業
」
を
「
削
除
」
に
改
め
る
。

第
三
十
四
条

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
条
の
五
第
十
八
項
中
「
第
九
条
の
三
第
一
項
」
を
「
第
九
条
の
四
第
一
項
」
に
、「
第
九
条
の
四
」
を
「
第

九
条
の
五
」
に
、「
第
五
項
ま
で
」
を
「
第
六
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

（
武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
二
十
九
条

武
力
攻
撃
事
態
及
び
存
立
危
機
事
態
に
お
け
る
捕
虜
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律

第
百
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
七
十
五
条
第
一
項
中
「
覚
せ
い
剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤
取
締
法
」
に
、「
覚
せ
い
剤
施
用
機
関
（
」
を
「
覚

醒
剤
施
用
機
関
（
」
に
、「
自
衛
隊
覚
せ
い
剤
施
用
機
関
」
を
「
自
衛
隊
覚
醒
剤
施
用
機
関
」
に
、「
覚
せ
い
剤
を
」
を

「
覚
醒
剤
を
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
自
衛
隊
覚
せ
い
剤
施
用
機
関
」
を「
自
衛
隊
覚
醒
剤
施
用
機
関
」に
、「
覚

せ
い
剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤
取
締
法
」
に
、「
覚
せ
い
剤
を
」
を
「
覚
醒
剤
を
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
覚
せ

い
剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤
取
締
法
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
覚
せ
い
剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤

取
締
法
」
に
、「
覚
せ
い
剤
原
料
」
を
「
覚
醒
剤
原
料
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
覚
せ
い
剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒

剤
取
締
法
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
覚
せ
い
剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤
取
締
法
」に
、「
第
三
十
条
の
九
第
三
号
」

を
「
第
三
十
条
の
九
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
百
七
十
六
条
第
一
項
中
「
覚
せ
い
剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤
取
締
法
」
に
、「
、
覚
せ
い
剤
」
を
「
、
覚
醒
剤
」

に
、「
覚
せ
い
剤
原
料
」
を
「
覚
醒
剤
原
料
」
に
改
め
る
。

（
国
立
研
究
開
発
法
人
医
薬
基
盤
・
健
康
・
栄
養
研
究
所
法
の
一
部
改
正
）

第
三
十
条

国
立
研
究
開
発
法
人
医
薬
基
盤
・
健
康
・
栄
養
研
究
所
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
三
十
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
六
項
中
「
希
少
疾
病
用
再
生
医
療
等
製
品
を
」
の
下
に
「
、「
特
定
用
途
医
薬
品
」
と
は
、
同
項
に
規
定

す
る
特
定
用
途
医
薬
品
を
、「
特
定
用
途
医
療
機
器
」
と
は
、
同
項
に
規
定
す
る
特
定
用
途
医
療
機
器
を
、「
特
定
用
途

再
生
医
療
等
製
品
」
と
は
、
同
項
に
規
定
す
る
特
定
用
途
再
生
医
療
等
製
品
を
」
を
加
え
る
。

第
十
五
条
第
一
項
第
二
号
中
「
希
少
疾
病
用
再
生
医
療
等
製
品
」
の
下
に
「
並
び
に
そ
の
用
途
に
係
る
対
象
者
の

数
が
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
七
十
七
条
の
三
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
人
数
に
達
し
な
い
特
定
用
途
医
薬
品
、

特
定
用
途
医
療
機
器
及
び
特
定
用
途
再
生
医
療
等
製
品
」
を
加
え
る
。

第
十
七
条
中
「
又
は
希
少
疾
病
用
再
生
医
療
等
製
品
」
を
「
若
し
く
は
希
少
疾
病
用
再
生
医
療
等
製
品
又
は
特
定

用
途
医
薬
品
、
特
定
用
途
医
療
機
器
若
し
く
は
特
定
用
途
再
生
医
療
等
製
品
」
に
改
め
る
。
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